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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第１四半期連結
累計期間

第45期
第１四半期連結
累計期間

第44期

会計期間

自平成24年
５月１日
至平成24年
７月31日

自平成25年
５月１日
至平成25年
７月31日

自平成24年
５月１日
至平成25年
４月30日

売上高（千円） 36,257,71841,214,597154,560,620

経常利益（千円） 2,328,2252,484,95810,292,622

四半期（当期）純利益（千円） 912,0571,516,9765,075,114

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,039,7941,478,2385,407,795

純資産額（千円） 33,988,52038,878,10538,356,520

総資産額（千円） 89,527,33299,574,86195,839,919

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
57.22 95.16 318.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 37.9 39.0 40.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等を含めておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たに生じた事業等のリスク、または、前事業年度の有価証券報告書に記載さ

れた事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成25年５月１日～平成25年７月31日）におけるわが国の経済は、輸出の持ち直し、

生産の増加を中心とした企業収益の改善とともに、物価動向についてもデフレ状況が緩和しつつあるなど、景気の着

実な回復に向けた動きがみられております。

このような経済情勢のもと、当社グループは、調剤薬局の新規出店及びＭ＆Ａによる事業拡大をはじめ、医療モー

ルの総合開発、都市型ドラッグストア事業を推進し、グループの事業規模及び収益拡大に努めてまいりました。

当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高が412億１千４百万円（前年同期比13.7％増）、営業利益は23

億８千４百万円（同5.7％増）、経常利益は24億８千４百万円（同6.7％増）となり、また、四半期純利益は15億１千

６百万円（同66.3％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（医薬事業）

調剤薬局部門では、処方日数の長期化により、処方箋１枚当たりの売上高が上昇し、既存薬局の売上高は総じて増

収傾向で推移いたしました。

新規開発に関しては、門前型調剤薬局の出店を中心にＭ＆Ａの実施、医療モールの総合開発を全国規模で展開し、

それぞれ順調に進捗しております。

事業収益の向上に対する取り組みでは、薬局単位の生産効率を改善するため、当社グループの調剤手法・薬局管理

方法の抜本的再構築を進めており、複数モデル店舗による実証期間を経て、グループ全店への展開を予定しておりま

す。

また、本年４月には、当社グループで250名超の新卒薬剤師を新規採用し、１ヶ月の合同研修実施後に全国のグルー

プ薬局に配置いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、365億２千４百万円（前年同期比14.2％増）、セグメント利益は

30億３千６百万円（同6.7％増）と増収増益となりました。

同期間の出店状況は、Ｍ＆Ａを含め、グループ全体で合計18店舗を出店し１店舗を事業譲渡した結果、当社グルー

プにおける薬局総数は577店舗となりました。

（物販事業）

ドラッグストア事業は、個人消費が回復基調で推移するなか、業種間を超えた統合・再編による競合に加え、医薬

品のインターネット販売に対する環境変化等厳しい市場環境が続いております。

当社では、このような環境において、都市型ドラッグストア「アインズ＆トルペ」を都市部の特に集客力の高いエ

リアへの出店を継続するとともに、既存店舗の活性化に向けた取り組みを進めております。

「アインズ＆トルペ」では、ドラッグ＆コスメティックの専門性に特化したストアコンセプトにより、商圏・立地

に対応したＭＤを強化するとともに、ＳＮＳ・スマートフォンアプリケーション等モバイル端末を最大限に活用し

た販売促進手法を進め、店舗単位における販売力を高めると同時に収益の改善を図っております。

当第１四半期連結累計期間の売上高は、45億２千９百万円（前年同期比9.1％増）、セグメント利益は１千９百万

円（同65.8％減）となりました。

同期間の出店状況は、郊外型のアインズダイエー栄町店（札幌市東区）を閉店し、ドラッグストア店舗総数は60店

舗となりました。

（その他の事業）

その他の事業における売上高は１億６千万円（前年同期比37.3％増）、セグメント損失は１億１千４百万円（前

年同期は９千４百万円の損失）となりました。
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（2）財政状態に関する分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末より37億３千４百万円増の995億７千４

百万円となりました。

主な要因は、新規出店及びＭ＆Ａによる事業規模の拡大に伴い、たな卸資産、未収入金、土地・建物等の有形固定資

産及びのれんが増加したことによるものであります。

負債の残高は、32億１千３百万円増の606億９千６百万円となりました。主な要因は、買掛金の増加によるものであ

ります。

短期及び長期借入金の残高は、５億８千８百万円減少となる149億４千３百万円となりました。

純資産の残高は、５億２千１百万円増の388億７千８百万円となり、自己資本比率は1.0ポイントマイナスとなる

39.0％となりました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年９月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,944,106 15,944,106

東京証券取引所

市場第一部　

札幌証券取引所　

単元株式数

100株　

計 15,944,106 15,944,106 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年５月１日～

平成25年７月31日　　
－ 15,944,106 － 8,682,976 － 6,872,970

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,934,400 159,344 －

単元未満株式 普通株式 6,406 － －

発行済株式総数 15,944,106 － －

総株主の議決権 － 159,344 －

 
②【自己株式等】

 平成25年７月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アイン

ファーマシーズ

札幌市東区東苗穂

５条１丁目2-1
3,300 － 3,300 0.02

計 － 3,300 － 3,300 0.02

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年５月１日から平成

25年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年５月１日から平成25年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,460,349 19,524,328

受取手形及び売掛金 7,043,984 5,211,222

商品 7,816,853 9,474,824

貯蔵品 127,546 132,377

繰延税金資産 955,372 955,603

短期貸付金 445,000 833,100

未収入金 7,180,659 7,955,861

その他 1,142,498 1,180,182

貸倒引当金 △9,917 △13,649

流動資産合計 43,162,346 45,253,849

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,247,806 8,466,215

土地 6,030,803 6,335,433

その他（純額） 3,271,425 3,477,782

有形固定資産合計 17,550,035 18,279,431

無形固定資産

のれん 19,574,539 20,530,277

その他 1,031,265 1,116,172

無形固定資産合計 20,605,804 21,646,449

投資その他の資産

投資有価証券 2,789,730 2,699,090

繰延税金資産 946,439 972,280

敷金及び保証金 6,985,755 7,057,757

その他 4,066,340 3,933,042

貸倒引当金 △267,829 △267,829

投資その他の資産合計 14,520,435 14,394,341

固定資産合計 52,676,275 54,320,221

繰延資産

株式交付費 1,296 790

繰延資産合計 1,296 790

資産合計 95,839,919 99,574,861

EDINET提出書類

株式会社アインファーマシーズ(E04896)

四半期報告書

 8/17



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 24,084,746 30,063,571

短期借入金 7,483,090 7,815,504

未払法人税等 2,427,308 1,146,438

預り金 7,906,269 7,051,834

賞与引当金 1,098,611 885,323

役員賞与引当金 12,929 4,774

ポイント引当金 315,919 321,976

その他 2,357,917 2,296,652

流動負債合計 45,686,791 49,586,075

固定負債

長期借入金 8,048,584 7,127,531

退職給付引当金 1,659,245 1,699,478

その他 2,088,777 2,283,671

固定負債合計 11,796,607 11,110,681

負債合計 57,483,398 60,696,756

純資産の部

株主資本

資本金 8,682,976 8,682,976

資本剰余金 7,872,970 7,872,970

利益剰余金 21,704,510 22,265,042

自己株式 △5,837 △6,047

株主資本合計 38,254,620 38,814,942

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 57,855 18,590

その他の包括利益累計額合計 57,855 18,590

少数株主持分 44,044 44,572

純資産合計 38,356,520 38,878,105

負債純資産合計 95,839,919 99,574,861
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年５月１日
　至　平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年５月１日
　至　平成25年７月31日)

売上高 36,257,718 41,214,597

売上原価 30,356,263 34,966,188

売上総利益 5,901,455 6,248,408

販売費及び一般管理費 3,645,983 3,864,047

営業利益 2,255,471 2,384,360

営業外収益

受取利息 14,495 15,686

受取配当金 19,514 19,551

受取手数料 13,608 2,169

不動産賃貸料 28,879 20,170

業務受託料 34,469 32,529

その他 47,454 130,424

営業外収益合計 158,423 220,533

営業外費用

支払利息 35,482 28,157

債権売却損 17,712 21,291

不動産賃貸費用 9,281 11,765

その他 23,192 58,720

営業外費用合計 85,669 119,935

経常利益 2,328,225 2,484,958

特別利益

投資有価証券売却益 － 13,889

固定資産売却益 10,881 4,051

受取保険金 50,000 193,941

その他 809 9,523

特別利益合計 61,690 221,405

特別損失

固定資産除売却損 37,299 20,897

投資有価証券売却損 107,387 －

投資有価証券評価損 209,958 －

役員退職慰労金 310,000 －

その他 17,089 10,184

特別損失合計 681,734 31,081

税金等調整前四半期純利益 1,708,181 2,675,282

法人税等 810,991 1,157,779

少数株主損益調整前四半期純利益 897,190 1,517,503

少数株主利益又は少数株主損失（△） △14,867 527

四半期純利益 912,057 1,516,976
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年５月１日
　至　平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年５月１日
　至　平成25年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 897,190 1,517,503

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 142,604 △39,265

その他の包括利益合計 142,604 △39,265

四半期包括利益 1,039,794 1,478,238

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,054,662 1,477,711

少数株主に係る四半期包括利益 △14,867 527
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　重要な変更はありません。 

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

  

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

当社が賃借している店舗等の所有者に対して有する敷金及び保証金等に対する返還請求権について債権譲

渡を行っております。当該譲渡契約に基づく訴求義務は次のとおりであります。　

前連結会計年度
（平成25年４月30日）

当第１四半期連結会計期間
（平成25年７月31日）

　 1,462,048千円 　 1,438,141千円

　 

２　当社は、運転資金等の効率的かつ機動的な調達を行うため、取引銀行21行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年４月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年７月31日）

当座貸越極度額 22,100,000千円 22,100,000千円

借入実行残高 3,550,000 4,020,000

借入未実行残高 18,550,000 18,080,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年５月１日
至  平成25年７月31日）

減価償却費 468,481千円 536,770千円

のれん償却額 394,316 494,211
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年５月１日　至　平成24年７月31日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年７月27日

定時株主総会
普通株式 797,039 50平成24年４月30日平成24年７月30日利益剰余金 

２．株主資本の金額の著しい変動

　前連結会計年度末に比して、株主資本の金額に著しい変動はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年５月１日　至　平成25年７月31日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月30日

定時株主総会
普通株式 956,444 60平成25年４月30日平成25年７月31日利益剰余金 

２．株主資本の金額の著しい変動

　前連結会計年度末に比して、株主資本の金額に著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成24年５月１日　至 平成24年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 
報告セグメント

調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

医薬事業 物販事業 その他の事業 合計　　

売上高       
外部顧客への売上高 31,987,4824,153,567116,66836,257,718 － 36,257,718

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 3,306 3,306 △3,306 －

計 31,987,4824,153,567119,97536,261,025△3,30636,257,718

セグメント利益又は損失（△） 2,846,77758,355△94,5212,810,611△482,3862,328,225

　（注）１．セグメント利益の調整額△482,386千円には、全社費用が455,820千円、報告セグメントに配賦不能の損益（△

は益）が5,287千円、セグメント間取引消去が21,277千円含まれております。

　　　　　　なお、全社費用は、主に親会社の総務、経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日　至 平成25年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 
報告セグメント

調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

医薬事業 物販事業 その他の事業 合計　　

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 36,524,5754,529,796160,22441,214,597 － 41,214,597

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 46,118 46,118△46,118 －

計 36,524,5754,529,796206,34341,260,715△46,11841,214,597

セグメント利益又は損失（△） 3,036,54319,959△114,3262,942,175△457,2162,484,958

　（注）１．セグメント利益の調整額△457,216千円には、全社費用が431,887千円、報告セグメントに配賦不能の損益（△

は益）が41,818千円、セグメント間取引消去が△16,488千円含まれております。

　　　　　　なお、全社費用は、主に親会社の総務、経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

「医薬事業」セグメントにおいて、調剤薬局事業会社５社を買収しております。当該事象によるのれんの増

加額は、当第１四半期連結累計期間においては1,277,149千円であります。
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（企業結合等関係）

　記載すべき事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年５月１日
至　平成24年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年５月１日
至　平成25年７月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 57円22銭 95円16銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 912,057 1,516,976

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 912,057 1,516,976

普通株式の期中平均株式数（株） 15,940,757 15,940,723

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年９月13日

株式会社アインファーマシーズ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大森　茂伸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上林　三子雄　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 片岡　直彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイン

ファーマシーズの平成25年５月１日から平成26年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年５

月１日から平成25年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年５月１日から平成25年７月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アインファーマシーズ及び連結子会社の平成25年７月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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